予算要求資料
平成30年度当初予算　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：児童福祉諸費
	事業名　保育士研修費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　健康福祉部　子ども・女性局　子育て支援課　保育支援係

電話番号：058-272-1111（内2635）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11236@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　5,897千円（前年度予算額：9,500千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	9,500
	4,750
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,750

	要求額
	5,897
	2,948
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,949

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
○保育所等の開所時間の長時間化や処遇に配慮が必要な児童の増加等、保育ニーズは多様化しており、それに対応するため、保育所等に勤務する保育士等に対し、系統化した研修を提供し、専門的知識や技術の向上を図る必要がある。
〇保育士の処遇改善加算に係る「キャリアアップ研修」の対象外となる研修
　につき、安定した保育士確保のため、保育の質の向上及び新規就業促進に係る研修を引き続き実施する必要がある。
〇保育士確保のため、保育士指定養成施設の学生に対して、より幅広く保育所等の魅力をアピールする場が必要であり、保育士試験合格者に対しては就職前に保育所等にて実習できる機会を設けることで不安を解消し、新規就労促進につなげる。
（２）事業内容
①【階層別研修】（３コース）

初任保育士、主任保育士、所長級の３階層において、階層別の研修を開催する。
②【課題別研修】（２コース）

多様化する保育ニーズに対応するため、保育に関する最新情報への理解を深める研修を開催する。
③【保育士確保のための研修】（２コース）
保育所等への就労の不安を解消し、就職につなげるため、保育士指定養成施設の学生及び保育士試験合格者に対する研修を開催する。
（３）県負担・補助率の考え方
　　　　国１／２、県１／２（国交付要綱に明記）
（４）類似事業の有無
　　　  無

　　

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	0
	

	旅費
	0
	

	需用費
	0
	

	役務費
	0
	

	委託料
	5,897
	保育士研修の実施（保育関係団体への委託により実施）

	工事請負費
	0
	

	補助金
	0
	

	その他
	0
	

	合計
	5,897
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）国・他県の状況

　　　全国３５都府県で実施

（２）後年度の財政負担

　　　　保育士等の資質向上のためには、安定的・継続的な研修事業の実施が必要であり、研修内容の見直しを行いながら、引き続き、県で実施する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
保育所等に勤務する保育士等に対し、その職務の遂行に必要な知識及び技術を研修により向上させ、県内の保育サービスの質の向上を図る。
また、保育所への就職を希望する保育士指定養成施設の学生等に対する研修を開催し、保育所への就職につなげる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	保育士研修受講者

満足度(ｱﾝｹｰﾄ)
	87％

(H23)
	89％

（H26）
	94％
（H27）
	  94％
(H28)
	95％

（H30）
	　　％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

１６コースの研修を開催し、延べ4,047人の参加があった。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　当該研修事業については、これまでも多数の保育士等の参加をいただき、好評を得ているところである。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇

	保育所の役割や機能が多様化し拡大していく中で、引き続き、保育の質の向上を図る必要がある。
また、保育士に対する需要は増大しており、より一層、保育士の確保に努める必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇

	研修後のアンケート結果等を基に、学識経験者を交えた事業検討会を開催し、次年度の研修プログラム作成に向けた考察を行っている。また、アンケート結果によると、研修受講者の概ね９割以上が、研修内容について満足している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	どの地域でも共通する知識及び技術の研鑽は、市町村単位より、県が広域的に実施する方が効率的であり、経費が集約化されるメリットがある。




（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
保育士確保のための研修について、研修対象者となる保育士養成施設の学生、保育士試験合格者に広く研修を知ってもらい、より多くの方が研修に参加してもらう必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　適切な対応ができる人材が不足しており、その専門的な知識及び技術の取得のため研修内容を充実させる。
　次年度からは、キャリアアップ研修において、処遇改善加算に必要な研修は網羅されるが、当該研修からは対象外となった研修においても、県内の保育士の安定した確保のためには、引き続き研修を継続させる必要がある。
また、保育士確保のための研修について、フリーペーパー等の広報媒体を活用し、研修事業を積極的にＰＲする。


